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2Na-3　　　　　　　　　　生活技能構造の教育実践的研究（4）

　　　　　　　　　一被服領域理解における上位群と下位群との比較－

　　　　　　　　　　　○武川素子　笠井直美　大洋清二（大妻女大）

　【目的】技能構造についてはスポーツや技能訓練の分野において様々な研究がなされている。しか

し生活技能という視点から技能構造を扱った報告は少ない。そこで本研究では家庭科で扱う生活技

能、特に被服分野に関する製作経験や知識、製作の基本技能の関係を明かにすることを目的とした。

　前報では被服製作経験の実態、技能の自己評価、家庭科被服領域内容の理解度を取り上げ検討を

行った。その結果、被服製作は学校に依存する部分が大きいこと、被服領域内容の理解は被服製作

区分で低く、男女差の大きいことが明かになった。

　本報では内容理解度の高い上位群と低い下位群の比較、被服領域内容項目間の関係などについて

検討を行った。

　【方法】埼玉県内の高校生徒579名（男子261名、女子318名）を対象として平成7年2月に質問紙調

査を行った。

調査項目は小学校「家庭科」被服領域内容（被服製作、着装、手入れ）に関する項目である。

　【結果】以下の結果が明らかになった。

・下位群では、上位群と比較して特に被服製作区分の項目での理解度が低くなっている。

・内容区分および一連の行動・作業に結び付く項目間での相関関係が認められた。

2Na－4 中学生と高鮭の皿に対する皿の比較

　松崎巌　Ｏ安藤美紀子（共立女大）

【目的】現代の食生活の問題点の一つとして、食事の外部化かあげられる。そこで家庭調
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本報では家庭調理の重要性を意識的に
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指導した中学生と、特に意識しないで指導した高校生の調理に対する意識の比較と、今後

の調理学習に役立つ指導法に関して何らかの示唆を得たいと考え本研究を行った．
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紙によるアンケート調査を行った。調査項目は家庭での食生活の実態、学校での調理学習

今後の食生活の意識についてである。

　【結果】①家庭での食生活の実態について、授業前の調査では調査実施年が２年後の中学

生の方が食事の外部化の増加が認められ、また中学生、高校生共わが家の味が｢なし｣と

回答したものが２割強もみられる。②学校での調理学習の授業後の成果については、中学

生は技術面、高校生は健康面、経済面の成果をあげている。成果の理由として中学生は、

わが家の味または得意料理の調理テストで自分一人で調理したことをあげ、高校生は学校

で習ったことを家で実習したことをあげている。したがって高校生のホームプロジェクト
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�類で分析すると、中学生は冷凍、加工食品を否定して手作り重視を志向し、高校生は一

家だんらんの健全な食生活を志向している。外部化意識は家庭調理の大切さを意識的に指

導した中学生の方が減少している。したがって学校での調理学習の意義が認められる。
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